
特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒
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【図表12】周年事業での寄付期間例 【図表13】周年記念での寄付事業例 

2024年に100周年

2025年に100周年

2025年に150周年

2025年に30周年

2025年に学園創立125周年

2026年に100周年

2026年に50周年

2026年に50周年

2027年に110周年

2028年に100周年

2028年に学園創立140周年

2032年に150周年

25億円　
2021年11月1日～2027年3月31日 金額、期間ともに募集事業による

2017年4月1日～2028年3月31日法人：5万円／口、個人：5千円／口
※個人は2口以上でオリジナルグッズ進呈

2025年度末で7割近くの
目標額達成

「SHIBAURA　GIFT」が寄付者層の拡大に
大きく寄与し、個人寄付の大半を占める

20億円

100億円

50億円

10億円

100億円

25億円

５億円

5億円

10億円

12億円

2億円

300億円

2022年7月～2030年3月

2017年10月1日～2026年3月31日

2017年10月1日～2026年3月31日

2025年10月1日～2028年3月31日

2024年4月～2031年3月

2021年11月1日～2027年3月31日

2022年10月～2027年3月

2023年10月～2027年３月

2020年4月～2028年3月

2025年4月1日～2029年3月31日

2024年10月～2029年3月

2025年10月1日～2033年3月31日

【図表14】個人版ふるさと納税と
企業版ふるさと納税の違い  

武蔵野大学
近畿大学
同志社大学
倉敷芸術科学大学
立命館大学
名城大学
豊橋技術科学大学
長岡技術科学大学
国士舘大学
久留米大学
共愛学園前橋国際大学
早稲田大学

企業版ふるさと納税
（地方創生応援税制）

ふるさと納税
（個人）

内閣府地方創生推進事務局 総務省

A Q.

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

活
用
し
た
い
が
注
意
点
は
？

学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

運用原資としての寄付金拡大に向けた
事業と組織体制の見直し例――筑波大学

経営の自立化を支える寄付事業と資産運用の両輪
　「自立した経営のためには、寄付事業と資産運用が欠かせなく
なってきた」と話すのは、2024年より、筑波大学の資産運用責任
者を務める野手弘一副学長だ。その背景にあるのは、国立大学
における運営資金の構造的な変化だ。かつては支出の約6割を
運営費交付金で賄っていたが、近年のインフレ等の影響により、
その割合は3割ほどにまで低下している。こうした状況を受け、同
大学は2024年3月に「事業・ファイナンス局」を設置。運用収入
の増加と複利による資産形成を担う「資産運用・ファイナンス室」
と、寄付金の獲得や基金の造成を担う「事業・リレーション推進
室」の2つの室を連携させ、安定した財務基盤の確立をめざす。こ
れまで資産運用は財務部で担っていたが、積極的に取り組むた
め、独立した専門部署をつくるに至ったという。
　寄付集めを担う事業・リレーション推進室のスタッフは総勢15
名（内訳はP.16【図表9】参照）。大学職員以外は、さまざまな民
間出身者が中心だ。ファンドレイザーには大手商社出身者がお
り、豊富な人脈と営業経験を備えている。一方で、大学の内情
や教員の研究内容に必ずしも精通しているわけではない。そこ
で、プロパー職員と共に寄付募集の営業活動をすることによっ
て、職員は営業スキルを学び、ファンドレイザーは大学への理解
を深めている。また、大学は人事異動が多いため、専門性の高
い資金運用分野においては、プロパー職員を専門職として育成
し、通常より長く在籍できる体制を整えた。

寄付メニューを整理し、一般基金は「未来構想基金」に一本化
　寄付メニュー自体も大幅に整理した【図表】。原則、使途が一

任される一般基金については、従来、目的別に９つほどあった
が、それを「未来構想基金」として一本化。事業・リレーション推
進室が担当して使途を決め、資産運用・ファイナンス室が運用を
行う。一方、特定基金は、全学ＰＪと部局別ＰＪ、その他のＰＪに仕
分けした。推進室が相談に乗りながら、各部局主導で寄付を募
集する。整理により役割分担が明確化し、全学で動きやすくなっ
たという。寄付集めには、学長の取り組み姿勢が重要だが、筑
波大学では、永田恭介学長が積極的に働きかけている。例え
ば、地元企業への寄付依頼。元々、未開発のエリアに東京から
移転、学研都市をつくった経緯から、地域には「自分たちが育て
てきた大学」という思いが強い。その絆を深めるため、会員制度
をつくり、地元企業を招いた学長を囲む会を年3回程度開催。学
長と全副学長が出席して大学の研究成果を発表するほか、交
流会ではフラットな意見交換を行っている。会員企業は約350
社に上り、密な連携が共同研究や寄付につながっているという。
　今後は、卒業生や同窓会からの支援を強化していく意向だ。多
くの大学同様、筑波大学でも卒業生名簿の整備は課題だが、同
窓会との協力体制を築くことで解決できないか模索中だという。
同窓会は自立した組織なので、いきなり寄付依頼をしてもかえって
離れていく。そのため、まずは把握しているだけでも40程度ある同
窓会を一つの大きな傘の下にまとめ、各会の代表を通じて情報を
提供、関係性を築いていくという。また、調査の結果、900人弱い
ることがわかった企業経営者である卒業生に期待を寄せ、東京都
内で彼らと現役学生の交流を図るイベント「くっつくば」をこの2月
に実施し、アプローチを強化している【P.17図表11】。その他、大

学独自の寄付への返礼品の開発で寄付額の増加を
図っている。例えば、施設のネーミングライツでは、大
手ＩＴ企業が寄付の返礼として、学食の命名権を取
得、行使している。
　寄付募集活動の本質について野手副学長は、
「ファンドレイザーは『大学を売り込む営業担当』だと
捉えている。彼らが活動することで企業との連携が深
まり、共同研究の創出や学生の就職支援といった、
お金以外の付加価値も生まれるはずだ」と話す。
　筑波大学の寄付サイトには、「ゆくさきは、未来だ。
その船に彼らを乗せて。」というコピーが掲げられてい
る。これはスカラシップ（奨学金）とシップ（船）を掛け
合わせたフューチャーシップという意味だ。「未来へ進
む船に学生たちを乗せて送り出す。こうした一貫した
ストーリーを通じて、寄付者の共感を得られるよう、さら
なる努力を続けていきたい」（野手副学長）。

大学 周年のタイミング 目標金額 募集期間

目標金額
と期間

芝浦工業大学名城大学大学

申し込み
口数

使途

寄付を
増やす
工夫例

進捗状況

返礼品

税制上の
メリット

寄付の種類

ありなし（禁止）

寄付額の損金算入による軽減効
果に税額控除による軽減効果を
上乗せ（例 1000万円寄付では企
業の実質負担は最小100万円）

地方版総合戦略を策定し、内閣府
より地域再生計画の認定を受けた
地方公共団体＊対象外：地方交
付税不交付団体等（東京都等）

▶寄付額に応じ、返礼品を提供
する「名城ギフト」を実施。オリジ
ナルあるいは卒業生企業の返礼
品も提供 ▶特別企画として、ア
リーナ、3キャンパスのホール教室
を活用した「椅子銘板募金」など
実施 ▶寄付者からのメッセージ
を特設サイトで随時掲出
▶累計寄付額に応じて顕彰

①アリーナ新築（多目的アリーナ、
クラブハウス）
②開学100周年記念施設
③「中部から世界へ」国際化推進
（外国語学部の改組）
④「創造型実学」奨学金制度創設
⑤教育・研究推進、社会連携活動
（創造型実学人材育成のための
キャンパス整備）

寄付金のほか、人材派遣型もあり
（人件費含む事業費への寄付）

寄付額のうち2000円を超える部
分について、一定の上限まで所得
税、個人住民税全額控除

▶2021年度より開始した返礼
品付き寄付制度が好評。卒業生
や大学に関わりのある企業の協
力を得ながら、大学オリジナルグッ
ズや食品など、多岐にわたる返礼
品を用意し、手軽にできる返礼品
寄付を展開 ▶高額寄付者向け
の賛助員制度（表彰）や、講堂の
椅子への銘板なども実施

①大宮キャンパス施設整備（目
標10億円）
②グローバル化推進支援（目標3
億円、国際プログラムの拡充）
③課外活動等支援
④女子の修士・博士進学支援（奨学金）
⑤地方学生支援（奨学金）
⑥スタートアップ・ベンチャー起業
支援（目標3億円）
⑦災害学生ボランティア支援
⑧豊洲キャンパス施設・設備整
備（椅子銘板）

指定申出書を総務省に提出し総
務大臣から指定された地方公共
団体

寄付金のみ

年収・家族構成により異なる

個人

個人が応援したい自治体を支援

下限10万円～事業費の範囲内

企業等（青色申告をしている団体）
※本社所在地への寄付は禁止

企業が地方創生プロジェクトを応援

寄付額の範囲

寄付者

寄付先

目的

所管官庁

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

近年、寄付金を資産運用の原資として集め、新たな施策の財源とする大学が増えている。
専門部署をつくり、積極的に取り組む筑波大学の例を紹介する。

寄付区分の整理・変更イメージ図

支援1：卓越した教育の充実と人材育成
・学生への経済支援（ウクライナ）
・附属学校の活動支援

世界を変えよう基金
・全学プロジェクト
創基151周年開学50周年基金（終了）
学生への経済支援（ウクライナ）（終了）
その他（新規等）

従来 整理後

紫峰会基金
体育スポーツ局基金
附属病院支援事業（病院寄附金）

 

未来構想基金

・その他のプロジェクト
冠事業基金（一般基金から異動）

…

…
…

…

・部局等プロジェクト
紫峰会基金
スポーツ基金（名称変更）
附属病院基金（名称変更）
附属学校きりのは基金（一般基金から異動）

一般基金 一般基金

特定基金

特定基金

創基151周年開学50周年基金
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